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第６回 高砂市未来技術地域実装協議会 議事録 

開催日時 令和７年１月１０日（金）１５：００～１６：５０ 

開催場所 高砂市役所 南庁舎５階 大会議室 

会長 

副会長 

畑 正夫 

都倉 達殊 

出席委員 １０名（別添名簿のとおり） 

その他 

オブザーバー：内閣府地方創生推進事務局、ＫＰＭＧコンサルティング株式会社、 

株式会社両備システムズ、株式会社シーピーユー 

傍 聴 者 ：１名 

議事 

（１） 提案型実証事業の取組結果について 

（２） 高砂市提案型実証事業審査委員会における検証結果について 

（３） 総括について 

資 料 

第６回 高砂市未来技術地域実装協議会 次第 

高砂市未来技術地域実装協議会規約 

第６回 高砂市未来技術地域実装協議会 資料 

実証結果報告書 

審査委員会検証結果 

 

会議の内容 

１ 開会 

＜資料の確認＞ 

＜進行について説明＞ 

＜出席者紹介＞ 

＜市長挨拶＞ 

皆さま、本日はお忙しいところ、多くの方に対面またはオンラインでご出席をいただきまして、

誠にありがとうございます。 

これまでに協議会を５回開催させていただきました。皆さまから貴重なご意見をいただきまし

て、高砂市としての取組を進めてまいりました。本日は、コミュニティをよくする活動促進サー

ビスをテーマとして、取り組んできました結果についてご報告をさせていただきます。本年度は

デジタル地域ポイント事業や地域活動支援事業をはじめとした、デジタル技術がどのように地域

に溶け込み、価値を生み出すかについて、市民の皆さまにご参加をいただき、検証をしてまいり

ました。 

それでは限られた時間ではございますがご意見をいただきますようお願い申し上げまして、私

からの挨拶とさせていただきます。 

 

＜現地支援責任者挨拶＞ 

 現地支援責任者というかたちで参加させていただいてますが、なかなか現地に来ることができ

ず年 1回程度になってしまいまして申し訳ございません。皆さまの取組につきまして、逐次報告
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をオンラインで参加させていただいて聞いております。 

やはりこの地域のＤＸみたいなことをやっていくにおいては、コミュニティづくりも含めて住

民の参加は非常に大事になってくると思っております。スマートシティとかスーパーシティみた

いなことを考えていく先においては、この住民参加は絶対に必要なものだと思っております。そ

のため、この皆さまの取組はかなり、有用な取組なのではないかと考えております。今年度でこ

の未来技術社会実装事業については終わられると聞いておりますが、今後これを実装していくと

いうかたちでどんどん広げていただければと思います。その点におきましては、また今後、デジ

タル庁としても引き続きご協力させていただければと思っておりますのでよろしくお願いいた

します。 

 

＜会長挨拶＞ 

 デジタルの世界で３年経てば、もうまったく違う世界になってるのだろうと思いますが、同じ

課題に取り組んで３年です。この期間、良いこと悪いこと、両方あったかと思います。それを出

し合ってもらって、また将来の希望も含めてですね、こんなことができたらいいのにということ

も考えながら、取組を振り返っていきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

２ 議事 

（１）提案型実証事業の取組結果について 

〇会長 

 それでは次第に従って、取組結果について事務局から説明をお願いしたいと思います。 

〇事務局 

 事務局から、取組結果等につきまして説明をいたします。途中、結果報告の中では各事業者様

からの直接のご報告もございます。 

まず私の方から、資料は第６回高砂市未来技術地域実装協議会資料お願いいたします。まず 1

ページでございます。項番１から４は５月の第５回高砂市未来技術地域実装協議会でも報告をさ

せていただきましたが、主な取組をお示ししているところでございます。項番１は実証事業の実

施、項番２はデジタルデバイド対策、項番３はデジタル人材の育成、項番４は多様な主体との連

携でございます。 

続いて資料は２ページをお願いいたします。ここからは、提案型実証事業の結果報告に移りた

いと思っております。このページは、提案型実証事業の流れなどをお示ししておるところでござ

います。 

３ページは、実証事業のデジタル地域ポイント事業の実証概要を、次の４ページでは、地域活

動支援事業の実証概要をお示ししております。基本的にこのあたりの資料につきましても、５月

に開催をさせていただきました際の資料と一部重複しているところがございますのでご了承い

ただきますようお願いいたします。 

５ページのところに、それぞれの結果報告といたしまして、各事業者様から直接報告をしてい

ただきたいと思っております。資料の方は実証結果報告書をお願いします。まず、デジタル地域

ポイント事業の資料をご準備いただきたいと思っております。では、株式会社両備システムズ様

お願いします。 

〇両備システムズ 
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 私の方から、弊社サービスたかさごナビを用いて実施しましたデジタル地域ポイント事業の取

組結果について報告させていただきます。よろしくお願いいたします。 

まず、実証事業の目的として、市民の皆さまの行動変容及び地域課題への関心や、高砂市の魅

力認識に関する意識変化を促すととともに、どのような事業が有効かということを確認していく

ものです。また、市民が事業に参加しやすい環境をたかさごナビの情報発信機能やポイント機能

を用いて整備するとともに、その有用性を測るといったような目的を持っておりました。 

本事業の実施内容について、市民目線で大きく３ステップに分かれておりました。ステップ１

としては、ポイント事業の参加でございまして、会員機能を用いてポイント事業への参加を促し

ました。ステップ２といたしましては、市の事業や地域のイベントに参加いただいて、ポイント

を獲得できるようにしたところでございます。ステップ３といたしましては、特典応募となって

おります。資料の右側を見ていただければと思うのですが、ステップ１とステップ３でそれぞれ

事業実施前アンケートと事業実施後アンケートをとっておりまして、ここで取得したアンケート

を基に効果測定を行っております。事前から事後でどれくらい意識変化や行動変容が起こせたの

かといったアンケートを取得したという取組となっております。 

２ページをお願いします。続きまして、実証目標となっております。定量目標の指標としては

四つございまして、参加主体数を５団体以上、利用登録者数５００人以上、特典応募者数１００

人以上、地域への関心増加率を５％以上と設定させていただいております。 

また、定性目標としては二つございまして、一つ目は、地域課題の関心や高砂市への魅力認識

が変化する人やその理由について確認するといったものでございました。二つ目でございます

が、一つ目に挙げたような変化を起こすためにはどのような事業が有効なのかというのを見てい

くものとして設定しました。 

続きまして実証結果を説明させていただきます。先ほど申しました定量目標でございますが、

実績値といたしまして、参加主体数が５団体で利用登録者数が７５１人、特典応募者数が２１２

人、地域への関心増加率が６％となっております。定量目標についてはすべて達成したといった

ところでございます。 

利用登録者の推移として、たかさごナビの周知のタイミングで利用登録者数が伸びているとい

ったところがあります。また、アンケートでポイント事業に参加したきっかけを確認したところ、

２９％はたかさごナビがきっかけというところで、デジタルを活用した周知についても有効であ

ることが一定示されたと考えております。 

右上のグラフをご確認いただければと思うのですが、事業の実施前後で関心度と魅力の評価に

ついてそれぞれの変化を表しております。具体的には、５段階評価のアンケートをとっておりま

して、実施前を基準に、実施後どれだけ評価が上がったか、または下がったかというところを、

集計いたしまして、全体を表したものです。結果といたしましては、右肩上がりとなっておりま

して、いずれも意識として高くなる傾向であることがわかったといったところでございます。 

その理由についてですが、右下にワードクラウドという手法でまとめております。地域課題へ

の関心といたしましては、人口に関連する言葉が多く出ておりまして、関心が高かったといった

ようなところが見て取れるかと思います。魅力の評価につきましては、暮らしやすさを中心にし

た言葉が多くありました。自然環境や歴史、伝統、地域イベントといったような、意見が多かっ

たことから、高砂市の中で地域愛に結びつくような魅力というのを、住民も感じているところが

あったしだいです。さらに、変化した方の属性を確認すると、就労の男性により良い、ポジティ
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ブな変化が出る傾向にあることがわかったところです。 

 次のページでは、評価について説明いたします。大きく三つ評価をしておりまして、地域課題

への関心、魅力の評価につきましては５点の特色を記載しております。まず、年齢は３０代から

７０代の方が主な参加者でございまして、女性がそのうち６９％を占めていました。ただ、男性

の方が関心度などの変化が大きく、先ほど申しましたように就労者については特に如実に出てい

るといったところがわかりました。 

その理由等を確認したところ、人口減少や少子化、そういった人口への関心が幅広い年代で共

通課題であることがわかり、自然環境や歴史、気候の穏やかさや地域イベントの活動の多さなど

が高砂市の魅力として挙がっていたというところがわかりました。また、都会へのアクセスがい

い立地にありまして、買い物などが便利で、ベッドタウンとしての魅力も感じているといったよ

うな意見もありました。 

 これらのことから、自然環境や歴史、それから地域活動への理解を深めるといった点において、

イベントなどを通じて地域の魅力を発信するといったようなものは有効な対策になるといった

評価をしております。 

 また、たかさごナビを用いてデジタル意識調査を行い、その結果につきまして、コロナ禍を経

てですね、デジタルの関心が高まっていると回答いただいた方が７３％おりまして、スマートフ

ォンの利用頻度について、ほぼ毎日利用していると回答された方が９９％おりました。 

 これらのことから、スマートフォンが幅広い年代で普及していて、デジタルへの関心も高まっ

ており、スマートフォンを基本としたサービスの受入環境は整ってきているといったようなこと

がわかった次第です。 

 最後に、実証事業を通してたかさごナビの機能面について記載しています。汎用的な機能の実

装を行いまして、短い準備期間で実証を実施できたことや、すでに市民ポータルとして展開して

いる状況から、市民への周知の取組としては一定効果があったと考えております。 

 また、運用面におきましては、２件だけですがＱＲコードが読み取れない事象も発生しました

ので、一部機能の見直しなど、検討する必要が出てきたのかなと考えております。今回汎用的な

機能を活用して実施しましたが、一部運用に沿った形で改修を行い、リマインド機能の追加など

により、さらに運用が円滑に進むような検討の必要性があったとして、評価しております。 

 説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

〇事務局 

 続きまして、地域活動支援事業として関わっていただきました株式会社シーピーユー様から、

事業の結果報告いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇シーピーユー 

 弊社の方で取り組ませていただきました実証事業についてご報告させていただきます。まず、

実証の概要ですが、実証のテーマとしては、ＩＣＴによる時代に合った地域の基盤づくりへ導き、

地域内教授の取組はコミュニティ活動の維持向上を目指し、いわゆる自治会など、地域組織に対

する取組が実証テーマとなります。 

概要としましては、電子回覧板等の機能を有するツールを活用して、デジタル情報を発信・周

知することで、自治会における事務の削減及び脱炭素行動を確認しました。また、災害モードを

活用して災害時に必要な情報を発信することができ、支援が必要な方に迅速に対応するという内

容で行いました。 



5 

 

実施内容としましては、自治会等の地域コミュニティに関する取組内容を可視化し、ツールの

機能を活用し情報発信することによる行動内容を測定しました。そして、複数のコミュニティ間

での情報伝達の有用性について検証するということで、弊社の方で開発して全国でサービス展開

しております結ネットというサービスを、今回ご採用いただいて、これらの内容を実施したとい

うことになります。 

データの収集方法につきましては、全単位自治会の方に、各団体の現状や課題、意見等、基礎

情報の収集ということで、アンケートを実施させていただいております。その上で実証事業への

参加希望団体を募り、その団体様に対して弊社サービスを使って実施内容を説明し、実証を行い

ました。 

最終的に実施団体は７団体様になりました。このシステムの利活用を実施したうえで、実際の

データをシステムから収集しました。あわせて、この実施団体様に実施後のアンケートを取らせ

ていただくものです。 

次のページですけれども、実証目標の定量目標としては、５つの項目を設定しました。まず１

番として実証事業参加自治会数、こちらは５地区以上ということで、これは実証事業に参加を希

望して、実際に実施した自治会数になります。２番はアプリ継続利用率です。これは実際に実証

事業開始して、ログインされた方が、この計測する最終的な段階で、最終閲覧日時という情報が

取れるので、それが継続されてるかどうかということで判断しました。こちらを７０％以上とい

うことで設定しました。３番目は、情報発信回数増加率です。実証前アンケートで現状紙の回覧

も含めた情報発信を何回しているのか。現状よりも２０％以上、増加できればということで設定

しております。最後５番目はアンケート結果として、満足度７０％以上としています。これは、

実施後アンケートで、今回実証事業をやった結果として、「よい」または「ややよい」という評

価をいただいた項目数の比率で判断しました。 

定性目標としては、取得できるデータから、時代に合った地域内共助の取組やコミュニティの

維持・向上の実現可能性ということで、実状を把握するということを挙げておりました。 

続いて、実証の結果です。右側の方からご説明します。実際の実施状況として、７月から説明

会を開始して、９月に結ネットの利活用を開始しました。結果的に７団体様が実施されたという

ことで、管理者様を選任いただきまして、事前の説明等は可能な限り要望に応じました。理解の

促進、操作方法や運用については、十分な時間が必要であることがわかりました。この下に書い

てありますように、７月にまず実証事業説明会全体説明会を５回、８から１０月までにご希望の

ところの団体様に向けての説明会を１１回、１０月から１２月には災害時の安否確認機能に関す

る個別説明を３回と、これだけの対応をしたということになります。これらを踏まえてこの下段

になります取組実績の部分が各団体様の実施内容を簡単にまとめた資料になります。 

今回、高砂市連合自治会様も実証に参加いただき、それ以外６団体の６自治会様で取り組みい

ただきました。青い部分に行事とか連絡事項というのが書いてあり、弊社結ネットが各団体様に

合わせてカスタマイズできるところが特徴です。各団体様から必要なメニューとして、連絡を受

けたものを設定しました。その下に書いてある数字はそのメニューから発信した回数ということ

になっております。一番右が平均既読率で、左から２番目の利用者数が実際に今回の実証で利用

された方、ログインされた方という数字になっております。 

結果として、定量目標について、１番の実証事業参加自治会数については、５地区の目標に対

して７地区ということで、目標を達成できたと思っております。アプリ継続利用率については、
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この表の右側にもあるとおり、実績としては９８％の方の最終ログイン、最終閲覧日時が継続さ

れていたということで「○」としております。３番の情報発信回数増加率につきましては、こち

らは２０％以上というふうに設定しており、２回という数を設定しました。６団体であることか

ら１２回と設定し、これに対して、今回のこの実証事業で発信された月平均の電子回覧版にあた

る記事の発信が２１回となり、７５％増えたというような評価にしております。電子回覧の既読

率につきまして、こちらは表の右側のとおり７７％ということでした。そして、アンケート結果

の満足度については、７３％の項目について「よい」または「ややよい」との評価いただいたの

で、「○」ということで、今回指標については、全項目「○」とさせていただいております。 

定性目標については、左下の実証後アンケートに記載された内容がこの表の左側の黄項目にな

ります。右側には、その理由を補足しております。 

内容の評価が、最後のページになります。実証事業利用状況からの評価としましては、６自治

会から実証事業への参加があり、まず自治会業務のＤＸ化にニーズがあることが確認できたと思

っております。 

次に、各自治会の設定内容がそれぞれ異なり、自治会の規模や条件、運営方法、副団体含め、

自治会ごとに独自性が高いっていうことは確認できたと思っております。 

次に、初の取組ということで、各自治会の利用対象は役員限定だったところが大半なんですが、

中には早々に利用者を追加して１００人超になった自治会もあり、対応に差があるということが

確認できたと思っております。 

次に、約２箇月ほどという期間において、全体で１１８記事の発信が行われ、そのうち電子回

覧版に該当する一斉配信が７６記事ありました。さらに、イベントへの参加確認、これも弊社サ

ービスの特徴ですけれども、いわゆる何かイベント行うといったときに、そのまま参加回答がで

きるという機能があり、それを利用した発信が２９ありました。ＩＣＴ活用に対する相応の順応

性が確認できたと思っております。 

各発信に対する既読率平均が７７．１％と目標値を超える実績で、これからも新たな情報伝達

と、その確認の手段ですね、送るだけではなく、きちんと届いたなっていうことが確認できると

いう効果が確認できたと思っております。 

他方で、まだ発信するまでの準備不足という理由で、未発信の自治会が２団体ありました。こ

ちらは、準備に要する期間が、自治会様によって異なるということが確認できたと思っておりま

す。ただ、いずれも自分達からの発信はなくても、市からの発信についての既読率は、平均値を

超えるもので、継続利用で準備が整えば、活用ができるのではないかと予測されました。 

災害時機能の利用につきましては、２団体でした。この傾向は、弊社が行ってる他の先行導入

自治体でも実は同じでして、災害時機能は平時利用が相応に浸透・安定してから実施されるのが

通常であり、今回もそれと同じものと判断しております。 

続いて、実施後のアンケートからの評価です。アンケート全項目１２８中、「よい」が４２、

「ややよい」が５１、結果７２．７７％となりました。その他は、「どちらとも言えない」３４、

「ややよくない」１、「よくない」が０という結果でした。どちらとも言えないというのは、ま

だ評価ができないというものでありまして、ほぼ全利用自治会から有効性と今後における自治会

活動の変化に対する期待感は持っていただいたのではないかと思われます。 

他方、共通の課題として挙げられていたのが、自治会全体への導入推進への不安です。今回は

役員様だけで実施したところが大半でしたので、これを自治会員に広げていったときに、どうな
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るのかという不安がありました。あとは個人情報の取り扱いと操作への不安が挙げられました。 

ただ、これらは高砂市様に限らず、他の自治体様の初期利用期においても共通でして、継続で

の利用による慣れや、既導入先事例の積極的な参照活用をしています。また、各自治会様で取得

する個人情報については、これを期に必要な個人情報を精査して、無用な個人情報は取得されな

いという運用をしています。そうすることによってどんどんリスク等は下げることができますの

で、それらの行動によって不安は解消していくことができると思われます。 

以上、弊社の報告になります。ご清聴ありがとうございました。 

〇事務局 

 二つの事業につきまして、結果報告は以上です。 

〇会長 

 いかがでしょうか。これまでの事務局の説明もあわせて、これはいったい何だろうと思うよう

なところ、簡単な質問でも結構です。 

〇委員 

 地徳自治会が１０８人の参加と多い。人を追加するシステムのようなものがあるのかと思いま

すが、そもそもの自治会の仕組みが、あまり私もわかっていません。最近子ども会がなくなって

いるところも多くなっていると思います。資料の中で、子ども会に２という数字が書いてありま

すけれども、自治会の中に子ども会が一緒に入って情報発信をするという仕組みになっているの

でしょうか。それがカウントされた人数になっているのでしょうか。 

〇シーピーユー 

 これは地徳自治会様に限らずですが、例えば、子ども会が代表的ですが婦人会や老人会等、様々

ないわゆる副団体があるところが大変多くございまして、結ネットは元々そのような副団体様で

も共存で活用できる仕組みをつくっております。 

 結局、役職などの部分をしっかりとそれぞれの自治会にあわせるということです。説明の中で

申しましたとおり、メニュー構成自体をそれぞれが必要なメニューに設定できますので、例えば

子ども会というメニューを作って、そこには子ども会に入っている人だけが閲覧できるとか、子

ども会の役員の方だけが発信できる仕組みを持っています。地徳自治会様では最初から自治会と

子ども会の両建てで運用されるという設定で対応されたという経緯になっております。 

〇事務局 

 事務局から少し補足をさせていただくと、地徳自治会１０８名のうち、約３０名の方は子ども

会の方です。高砂市の特色として、自治会の配下に子ども会や自主防災会等がございます。また、

自主防災会も役員の方だけですが参加されており、約１０名の方がいらっしゃったという実績で

ございました。 

○会長 

 地徳ってどのような意味合いで使われているのでしょうか。 

○事務局 

 地徳という言葉の意味合いについては私が存じ上げていないところですが、地徳自治会におい

ては、鹿嶋神社の麓にございまして、そこで地徳という自治会が形成されております。ここの地

域の特性といたしまして、世帯数としては約２００程度にはなりますが、今回１０８名の参加が

あるというところでした。私が事業者の方と説明会に参加させていただく中では、個人と個人の

つながりが非常に強く、お祭りも活発にされているところでございます。そういった特色が一部
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表れているであろうというところが推測されるところでございます。 

○会長 

 ついでに聞くならば、高砂市の自治会の姿をそれが表していると考えたらいいんですね。ある

いはそうでもないのか、どちらなんでしょうね。 

○事務局 

 事務局から一部回答させていただきますと、やはり高砂市の特徴といたしまして、各地区がご

ざいますが、地区ごとに祭りというのがございます。その地区ごとの結束力と考え方というとこ

ろは非常に個々の違いがあるのかなと思っております。今回、別の実証事業者の方と一緒に実施

した調査の中で、この実証にも参加いただいている中筋西自治会様には少し特徴が出たところで

はございます。地域の課題であるとか、地域の魅力というところについて、実はこの中筋地区の

方はわからないであるとか、特に課題はないという答えが多かったところでございますので、こ

ういった地域差はあるところです。 

 ですので、お答えとしては、地徳の取組が高砂市のすべてを表すのではなく、それぞれの地域

特性は見えたというところでございます。 

○会長 

 なぜこんなことを聞いたかというと、やりやすいところで実証を実施し、いい成績が出たと言

っていないかどうかが気になったので、そういう意味で申し上げました。 

 しかし、地域差というところでも問題を抱えており、それを補完する役割を果たすことができ

たというのも評価のやり方の一つではないかとは思ったりもします。 

○委員 

 ご説明ありがとうございます。結ネットについてまず質問です。高砂市ではないですが、私も

過去に１回自治会長になった経験もあるものですから、毎週のように紙で回覧がいっぱい市役所

から送られてきて、それをどう処理するのかで苦労した経験もあり、非常にこのサービスには期

待が大きいという前提での質問になります。そもそも行政側から送られてくる回覧や周知書類、

例えば警察や社会福祉協議会から注意喚起等の書類が全部紙で、バラバラにそれぞれの課が自治

会に配布するみたいなところが起点になっていると思います。そういう紙で来たものをこの結ネ

ットを使うことでどう電子化するのか、そもそも電子で送るようなかたちにしているのかとか、

その辺の基本的なところをまず教えていただきたいと思いました。 

○シーピーユー 

我々はそれを情報のバケツリレーと呼んでるのですけれども、やはり回覧が一番典型的だと思

います。いわゆる情報の大半は自治体様や外郭団体様からの情報なのですが、それを紙という媒

体で順々に上位団体様から各団体様にまわっていって、最終的に班長さんたちが配っているって

いうのが今のやり方で、これが情報のバケツリレーというかたちです。 

結ネットを先行で導入されている自治体様で、すでに実現されているところがあるのですけれ

ども、住民向けの情報はバケツリレーをしない方が、当然ながら時間的にも短縮されます。また、

何より電子データというのは回覧と違って回したらもう見られないではなく、情報がこのアプリ

の中に残りますのでいつでも見られるというメリットがあります。 

ですので、自治会様が主役で自分たちの運営はしますが、そこに地域の情報として、例えば市

の情報は市の担当部署から直接市内の全自治会様に一斉に配信ができるとか、それをもっと拡大

して、警察からも直接配信されている自治体様もあります。これらの情報もどこかのホームペー
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ジを見れば大体は出ています。ただ、それをなかなか見に来られない部分を、この結ネットとい

うそれぞれの自治会様を中心に運営されているところに届けることによって、既読率を高め、後

からでも情報が再確認できる仕組みを実現しています。ご利用いただいている自治体様では、ほ

ぼこの機能を使って、なるべく情報のバケツリレーをしなくてもいいように、しかるべき方がし

かるべき人に発信できるという運用で行われていると思っております。以上です。 

○委員 

自治会を通さなくてもいい情報と通した方がいい情報が混在しているというふうにも聞こえ

ました。そういう意味では、現状の情報伝達ルートがどうなって、どう変化したのかみたいなと

ころ、ある程度ビフォーアフターで整理して見える化するのも必要なのではないかと思いました

ので、それはコメントというか、要望というかをさせていただけたらと思います。 

あと、両備システムズの方と市の方に対する質問ですけれども、いろいろなアンケートをとっ

て地域課題への関心度や自分の住んでいる地域に対する関心が上がったということがアンケー

トで出ていることはわかりました。その中で、ポイントをインセンティブに行動変容してもらう

のがもともとの目的、ゴールだと思います。そこに対しての変化については、どのように評価さ

れているのかをもう少し教えていただけないかと思います。 

○両備システムズ 

 ポイントがあったから参加したのかどうかというところでいうと、資料の３ページ目の利用登

録者の推移において、たかさごナビの周知以外で高いところがありますが、ここは万灯祭を実施

したタイミングでの増加になります。これは推測が多分に入ってしまいますが、こういった人が

集まるところで、実際にポイントがあるからやってみようかなっていうかたちで登録いただいた

方も一定数おります。我々が現場にずっといたわけではないので、もし事務局の皆さまから補足

等あればコメントいただけるとありがたいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○事務局 

 事務局から補足をさせていただきます。まず令和５年度に、ＳＰＯＢＹの脱炭素の可視化とい

うところで、ポイントサービスの一部機能を生かした取組というのは行わせていただきました。

その中での実績値と、今回の２箇月間での実績というところを比較させていただく中では、やは

り変化はあったと思っております。 

特に意見の中でも、やはりポイント事業があったからという方もいらっしゃったので、こうい

ったところの有効性というのは一部見えたのかなというところでございました。 

それと、もう一点ご質問のあったところで、地徳自治会様で運用の変化がありました。実証の

取りまとめが終わった後に地徳自治会様の方で、この結ネットというサービスを活用して、運用

の見直しを行っておりました。具体的に申し上げますと、希望者にはもう紙での回覧を回さない。

それを直接役員の方から一般の世帯の方に対して、電子回覧板で行うことで補完していく。その

浮いた時間を、別のところに使っていこうという動きも見えたというところがございました。そ

ういったところは使い方というところで、一部運用の変更、考え方の変化が生まれたというとこ

ろでございました。 

○委員 

 業務プロセスに変化があったということで理解しました。前段のポイントと行動変容について

は、意識が変わってきたところから行動が変わっているだろうというところを推測しているとい

うふうに理解をしておきます。ありがとうございました。 
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○会長 

 それに付け加えて質問したいのですが、どれくらいの量、回覧なりの情報が動いているのかと

いうのは把握されていますか。 

○シーピーユー 

 今の回覧というのは今回の実証事業でということでしょうか。 

○会長 

 そうですね。この対象期間中の数でもいいです。 

○シーピーユー 

 資料の３ページ右下の表に様々なメニューがあると思います。基本的にはこの行事とか連絡事

項、防災情報等の数字が回数と思っていただければいいかと思います。 

○会長 

 連絡事項等、それぞれの自治会で様々なメニューがつくってありますが、これらの中には行政

が出している情報と、その地元の自治会が出している情報との整理は今回されています。そうす

ると、自治会の中の情報交換が比較的にデータの中に表れていて、まだ自治体の方から出てくる

データはあまり含まれていないと考えていいですよね。 

○シーピーユー 

 そうですね。今回まだ市からの発信は実証レベルで、もっとこれが進めばたくさんの情報が出

せるというふうに期間を経て変わっていくと思います。 

○会長 

 私も町内会の仕事をしているのですが、圧倒的に多いのは自治体から出てくる情報ですね。こ

ういう情報をどのように処理していくのか、そういうデジタライズも受け入れてもらえる環境を

つくっていくということ、おそらくデジタルデバイド対策の入口みたいな話です。そのような意

味合いになっているんだろうと思います。シーピーユー様としては、自治体からの情報について、

自治会を経由するというよりは、もう直接やってもらうという感じなのでしょうか。 

○シーピーユー 

 私どもは石川県金沢市が本社でして、今私も金沢から接続しています。実はその金沢市様が一

番結ネットのユーザーが多い自治体様なんですけれども、金沢市様の方から、回覧から必要な情

報というものはすべて直接配信されているというふうに変わりました。あと、本来紙で回ってい

く回覧の情報が、真っ先に結ネットの中でＰＤＦデータ等が送られるというプロセスが出来上が

っていて、それを見てしまえば、地徳自治会様のように、もう回覧をやめようというような動き

にはなってきているというふうに思っています。 

○会長 

 非常に興味深いと思ってお話を伺っていたのですが、きっとそうやっていくと市の広報誌の作

り方自体がまったくもって変わってきそうですよね。印刷物をつくって毎月配っているわけです

が、そういうものがなくなって、ネットニュースみたいなかたちでどんどん流れてくるようなか

たちになっていくわけですね。 

○シーピーユー 

 そうですね。あと、実際にご利用いただいている方にお聞きするのが、回覧というのは回して

しまうと残らないので、後から見ていなかった、来ていなかったというトラブルが結構あるらし

いです。結ネットを入れていただけたところは、送ったうえでさらにその方が未読というのもわ
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かるので、「あなたが見ていないだけでしょう」というふうに役員の方はその対応ができ、要す

るにトラブルがなくなったということで評価いただいているところもあったりします。電子デー

タだと一斉に送れるということと記録が残るというのは、地域においても有効なのではないかな

と思います。 

○会長 

 私ばかり聞いてはいけないですが、結局最終的にどれくらいの量が流れているかによって情報

を処理するだけの時間と力が住民に残るかどうかは少し疑問な感じがします。その辺をもう少し

段階的に情報量を増やしていくとか、そういうプロセスを考えるべきというのは印象として持ち

ました。 

 でも進めていくと随分とかたちが変わりそうですね。 

 他に質問はどうでしょうか。 

○委員代理 

 個別のこの実証という話ではないですけれども、今の質問に近いかたちで質問させてくださ

い。高砂市様に質問なんですが、結ネットの活用が進んできた時にこの情報発信のツールが今い

ろいろあると思います。住民とのタッチポイントとして、たかさごナビも現在ポイント機能を使

っていますが、いわゆるこれもポータルだと思っています。その中でさらに単位が細かいという

のかわからないすけれども、結ネットみたいな自治会単位のものがある中で、最終的にどうして

いくのでしょうか。市から出す情報っていうのは大きな情報なので、これらをどう使い分けてい

くのかとか、最終的にどちら寄せていくのかとか、そういうのはどのように考えられてるのかだ

けお聞きしたいです。 

○会長 

 まだ考えがなければ担当者の想いでも構いません。 

○事務局 

 私がこの実証事業に携わらせていただきまして、昨年度の途中からの任期にはなりますが、昨

年度ためま株式会社のためまっぷという、どちらかというと、一般的に広く情報公開をして、い

ろんな人に情報を知っていただくという実証させていただきました。今回、結ネットは特にその

コミュニティに特化した内容だと私は思っております。いわゆる内に向けた周知の部分、情報共

有というところがメインだったと思ってます。 

おっしゃっていただいたように、市民とのタッチポイントで現在、私たちはたかさごナビとい

うもので、広く周知をさせていただいてます。このたかさごナビのＰＲにはなってしまいますが、

２万７千のインストールで、月間アクティブユーザーも８千から１万程度ございますので、やは

りここの力は大きいと思います。 

ただ、今現状でここの使い分けというところは一定高砂市の方でも考えて運用しているところ

ではございますけれども、やはりそれが最終的にどういうふうな形になっていくのかっていうと

ころは、引き続きのニーズの調査であるとか、その社会の情勢というところをにらみながら考え

ていきたいというふうには考えております。 

○会長 

 ありがとうございました。他にありますか。 

○副会長 

 シーピーユー様にお尋ねしたいんですが、今回、連合自治会をはじめ、７つの団体に参加して
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いただいております。先ほどのお話の中で、平均既読率という数字が出ていますけれども、従来

紙で回覧をしているような、私どもの地域でも４００世帯ぐらいあって、隣保ごとに回覧を回し

ていく。そうすると判子なりチェックなりして、誰が見ているというのはわかるのですが、既読

率になってくると、なかなか見ない人も出てくると思います。その見ていない人にどう伝えるの

か、伝えなきゃいけないものをどう伝えていったらいいのかなっていうのが少し難しいなと思い

ます。一方で興味のある人はどんどん見ていくんですよね。 

大事なものを見て欲しいんだけれども、今の回覧方式でいくと、ほとんどが一応目は通してい

ただいてるという認識が、自治会にはあります。そこで、このようにデータで渡していくと本当

に見てくれたのかなという不安があり、これからのＳＮＳの活用の中で、どういうふうに１０

０％に近い数字に持っていけるのかが心配なんですが、いかがでしょうか。 

○シーピーユー 

まず結ネットの仕組みとして、発信するすべての記事は世帯ごとの既読がわかるのがベースに

あります。ただ、おっしゃるとおり、見ている世帯と見ていない世帯がはっきりとわかるという

ことになります。一方で回覧については、きちんと見ているかというと、それはまた疑問になる

部分がありまして、回すことに精一杯ということもあったりします。 

我々がまず考えるのが、最終的に結ネットにおける既読については、その届いた記事を開いて

中を見たものが既読になります。ただ、その前にプッシュ通知でこの記事が届きましたというお

知らせがきてそのタイトルが表示されます。ですので、これはほぼ１００％皆さま目を通してい

るはずです。それを見て興味がある内容についてはやっぱり開くんですよね。ところが、見て関

係ないと思ったら開かないので、それは既読が付きません。ただ、一時既読という通知が目に入

っているということでいえば、回覧とはまた違う意味合いもあるのかなと思っています。 

また、見るか見ないかは内容によります。その内容について、結ネットでは再配信ができ、見

ていない人に対してだけ再度送ったりすることもできます。さらに、個別に連絡をとることもで

きます。つまり、双方向性が一番の特徴ですので、そういうかたちの中で、内容に応じて各団体

様は情報をきちんと伝えるという運用をされていると伺っていますし、我々もそういうご要望が

あって機能を追加しているという経緯があります。 

○委員 

 できるだけ重要なものは赤字で重要というのをタイトルに入れないといけないですね。 

○シーピーユー 

 緊急というものもできますので、そういう中では差別化していると思います。 

○会長 

 私は重要と書かれていてもよく飛ばしてしまって、後で大学の事務局に怒られていますけれど

も、結局はワンショットでどれだけ見ることができるかですよね。それが訴求力という面では、

考えないといけない点かと思います。 

 一つだけ両備システムズ様にお伺いします。地域の魅力を発信することが有効な対策になると

いうことがわかったと書かれているんですけど、これはどんな意味での地域の魅力なんでしょう

か。何か特徴的なことを感じたということであればその辺りを教えていただけるとありがたいで

す。何かイベントなどを通じた地域の魅力の発信ですから、イベント情報が響いたということで

理解していいんですかね。 

○両備システムズ 
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 例えば今回ですと事業自体は２０以上の事業を実施いただきました。その中で効果が高かった

のではないかと別の結果から思っている事業としては、もぐもぐの会やフードドライブ、福結び

市などに参加いただいた方についてはポジティブな変化が大きかったと弊社では思っておりま

す。 

 そういった実際に体験、イベントに参加いただくことが行動変容や意識変化につながり、そこ

にさらにインセンティブが今回ついていますので、成功体験みたいなところで行動変容として大

きいものがあったのかなと思っております。 

 ポイントの意味みたいな話のご質問もあったかと思うのですが、地域課題に取り組むあるいは

関わるチャンスが得られたというのが一番大きな魅力になったのではないかと私は思いました。

そのため、ポイントが先にあるというよりは、地域の課題解決に取り組むようなイベントに参加

できて、自己肯定感が高まった、自分としても満足できた、そこにポイントがきたというような

流れなのかなと理解しました。 

○会長 

 それはいいことですね。ありがとうございます。 

 次に関連調査の報告をしていただきます。 

○事務局 

資料に従いまして、報告をさせていただきます。関連調査ということで６ページになります。

ソフトバンク株式会社様と連携いたしましてＭａａＳ型、移動型スマートフォン教室というとこ

ろで、実施した内容をお示ししております。 

また、７ページ、８ページのところにつきましては、職員のデジタル人材の育成、多様な主体

との連携について、たかさご共創ワークショップの開催内容について取りまとめたものを記載し

ているところでございます。時間の都合上、細かいところは報告できませんが、８ページの下の

ところにまとめをさせていただいているところでございます。 

９ページは地元の高校、県立高校ではございますが、だれでも食堂という取組の開催に向けて、

市への協力依頼が発端にはなったところで、フードロスをテーマに地域との連携についてご相談

いただきました。その取組の結果というところを報告させていただいておるところでございま

す。 

また、資料１０ページをお願いいたします。この未来技術社会実装事業につきましては、キー

ワードの中にはデジタル地域通貨、データ連携基盤というものもございました。この取組につき

ましても私たちの方で、全国の事例調査であるとか、国、兵庫県の動向も踏まえさせていただい

て取りまとめた結果を１０～１２ページに取りまとめております。１０ページ、１１ページにつ

きましては、デジタル地域通貨についてです。特にこの財源の確保、体制の確立などの課題感と

いうところがあり、現時点で高砂市におけるデジタル通貨は導入をしないこととしています。そ

して、１２ページにありますように、データ連携基盤の共同利用に関するところについて、引き

続き調査研究していくというところでございます。 

議事一つ目の説明は以上です。 

○会長 

 ご説明いただいた資料について何かご質問、ご意見ありましたらお願いします。 

 デジタルデバイド対策って定番ですよね。ありがちなスマートフォン教室みたいになっていな

いかという気がしています。先ほどの実証実験のようなものは割といろいろと巻き込んで、実際
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にやってもらって、その中で生じてきたデジタルデバイドがどうだったのかということを把握さ

れていると思います。そういうものとの組み合わせみたいなものをどう考えるかということがと

ても大切なんだろうと思います。ベースアップですね。これをどうするかというところも何かお

考えがあれば教えてください。 

○事務局 

 やはり関連性というところにつきましては、一部課題の残る運用であったというところでござ

いました。この後報告をさせていただく中でも、今後のデジタルデバイド対策、特にソフトバン

ク様との連携させていただいたこの新しい取組というのは、新たなやり方の一つになるのかなと

考えています。求められているところに対して、私たちが出向くというところのやり方はかなり

有効な手立てだと思いますので、こういったところの動きは今回の課題を見据え、取組の中で考

えていきたいと考えております。 

○会長 

 ありがとうございます。そうですね、アクセスすることも大事ですよね。 

○委員 

 デジタルデバイドについては、兵庫県側でもキャリア様と一緒に提携して、いわゆる教えられ

る人材を育成しましょうという取組などを実施して３、４年くらいになってきています。デジタ

ル庁様もいらっしゃいますけれども、多分総務省様の方でもそういうデジタルデバイド対策の事

業を結構、やってきてるという状況です。そういう前提に立った時に、我々の課題でもあるんで

すが、マクロに見た時にデジタルデバイドで困ってる人が実際に何人いて、それがこの数年間で

どれぐらい改善されたのかみたいなところを棚卸しする段階に来ているのではないかなという

ふうに感じております。単純にスマートフォンの利用率でいくと年々増えてきてるというふうに

マクロのデータとしてはありますし、実際に手続きがデジタル化されてきても、紙の手続きは多

分最後までやめられません。誰も取り残さないということをもう宣言しているわけなので、そう

いう意味での対策もしっかりやっていく必要があります。デジタルデバイド対策の取組を実施し

ていて実感してるのが、砂漠に水をまくみたいな仕事にどうしてもなってしまいます。やはりマ

クロとしてどれぐらいの効果が出てるのか、それは国と都道府県と市町村で何か協力しながら、

棚卸しした方がいい時期に来てるのかなというふうに感じています。それが１点目です。 

もう１点が、データ連携基盤の話です。デジタル庁様もいらっしゃいますが、この数年間で交

付金等を設けて、かなりのインセンティブを働かせてデータ連携基盤を全国に整備してきまし

た。その結果、乱立気味なので、都道府県が調整機能を持ってくださいというかたちでこの１年

やってきてます。そういう中で県としてビジョンも策定してるわけですけれども、先行してやっ

ている自治体様が、結構運営費とかでご苦労されているという声も聞いています。やはりその基

盤の話だけを議論しても地域通貨をどう普及させるのかとか、健康医療、アプリをどうするのか

とかそういうユースケースとセットでやっていかないとどうしても箱物議論みたいな話になっ

てくると感じています。そのため、今回、当面は導入せずに、調査研究をしていくというご判断

をされたことは非常に賢明なご判断ではないかというふうに、感じてるところでございます。以

上２点です。 

○事務局 

 ご意見ありがとうございます。デジタルデバイド対策でご意見をいただいたところでございま

すけれども、やはりただ単に講習会をするだけでは、言葉は悪いですが意味はないと思っていま
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す。 

私たち高砂市の方で独自の取組ができたところで申し上げますと、これは先ほどの松陽高校と

は別の県立高校でございますが、県立高校が独自で地域の方を呼んで、その方に対してスマート

フォンの説明をし、その中で交流を生むという新たな付加価値というのが地域の中で芽生えたと

いうところがございます。 

今回のスマートフォン教室でのアンケートの中でも、２回目を受けた方も結構いらっしゃいま

したので、やはりその人たちをどのように巻き込ませていただいて、地域との交流を持たせるの

かというのも一つの視点なのかなというふうに感じているところでございます。 

○委員 

デジタルデバイド対策の件で補足になりますけれども、こういうのはデジタル部局が旗を振っ

てやるっていうのが最初のスタートしとしてはいいと思います。しかし、ゆくゆくはいわゆる社

会福祉協議会だとか、老人会だとか、何かそういうコミュニティが、主体になってやるというよ

うに事業主体を移していき、それが老人の活性化、健康寿命みたいな話とつながっていくように

した方がいいと思います。少しずつ何かそういうようにやれるとこからやろうとしているのです

けれども、一番のボトルネックは講師の確保です。行政の仕事は１回始めるとやめられないみた

いなところがあるので、なかなか踏み出せず、やめられないうちに講師が見つかりませんという

ようなことも聞いています。そういった課題にどう向き合っていくのかというような話も今後ご

相談できたらとは思っています。 

○会長 

 ありがとうござます。ファブラボとかって言ったりしますよね。簡単なデジタルツールをうま

くつくる教室みたいなものですね。そういうものをつくって子どもたちもそこで勉強するとか、

祖父母や両親もその子どもたちと一緒についていって、そこでデジタル機器を作っていったりす

るようなことを比較的簡単にはんだ付けぐらいでできるイメージだと聞いています。そんなこと

を神戸市はやっています。 

 なので、そういう小さなデジタルキャンプみたいなものをやってみて、子どもたちを通して大

人に関心を広げていくというのも、もしかしたら高砂でもそういうことに協力してくれる企業が

あるのかもしれないですよね。ものづくりの産業があるのも高砂市の特徴の一つかもしれません

ので、そういうものをうまく使って巻き込んでいくのもデジタルデバイドの次の部分の対策で

す。 

 アクセスして勉強してもらいました。高齢者が中心ですというイメージではなく、世代を超え

てみんながデジタル機器を使ったりすることができる。その中で例えば、ＣＯ２発生量を測定す

るような機械を作って、自治会の人たちが自分の家でネットにつないでみるみたいな話です。そ

んなことをやってみるのも特徴的で面白いと思います。高砂市の特徴として打ち出せるかもしれ

ません。実際にそういうキットも売っているみたいですが、あまり日本では使われていないみた

いですね。 

 

（２）高砂市提案型実証事業審査委員会における検証結果について 

○会長 

 それでは検証結果について説明をお願いします。 

○事務局 
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 高砂市提案型実証事業審査委員会における検証結果について報告いたします。資料の方は、１

枚もので、表題が令和６年度提案型実証事業に係る検証（審査票）をご準備ください。 

まず、デジタル地域ポイント事業、事業者名は株式会社両備システムズのものでございます。

項番の１から２につきましては先ほど報告をさせていただいたものと重複しますので割愛いた

しまして、４番のところの検証結果のところでございます。審査委員会の中での検証結果といた

しましては①の「実装、検討するもの」でございます。コメントに記載しておりますところが、

検証の評価のところでございます。 

また、もう一つの資料になりますが、同じような様式のものでございます。事業者名が株式会

社シーピーユー、システム名が結ネットでございます。この内容につきましても項番４の検証結

果でございますが、①「実装、検討するもの」としております。この辺りにつきましてもコメン

トに記載しているところが評価のポイントというところでございます。 

事務局からの説明については以上になります。 

○会長 

 先程来の話が大体ここに付加されるべき中身になるんだろうと思いますので、ご意見ご質問な

しとして次に進みます。 

 

（３）総括について 

○会長 

この総括は３年間の総括と考えたらいいわけですね。これについて、お話をいただければと思

います。 

○事務局 

 資料は実装協議会資料に戻っていただきます。ページ番号の１３ページでございます。令和５

年度の実証事業のまとめとしまして、再掲にはなりますが記載させていただいている内容でござ

います。令和５年度は特に、働く世代や子育て世代をターゲットとした実証ということで脱炭素

行動の可視化、意見聴取ツールの活用に取り組んだ次第でございます。結果につきましてはお示

ししている通りでございます。 

次の１４ページにつきましては、令和６年度の実証事業の取りまとめというところでございま

す。先程来、各実証事業者様からの報告にあわせまして、市の方での評価というのを加えており

ます。左のところがデジタル地域ポイント事業、右のところが地域活動支援事業でございます。

それぞれの評価としましては、デジタル地域ポイントを活用した市民への地域活動への、地域活

動への関心を高め、人と地域をつなぐ可能性が示唆されたところと、デジタルツールは、地域活

動の円滑化、参画の負担軽減に有効であるというところを評価として加えさせていただいており

ます。 

続きまして１５ページ、１６ページにつきましては、このプロジェクトの全体の総括というと

ころをお示ししております。まず１５ページのところではございますが、私たち高砂市の方では、

内閣府の未来技術社会実装事業に、たかさご未来資産を貯めようプロジェクトについて「脱炭素

×ＤＸ」をキーワードにしながら取組をさせていただきました。その中で、市民と地域のつなが

りであるとか、コミュニティの持続性というところで、Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇの向上に寄与して

いこうというところを探るものでございました。お示ししておりますように、令和４年度につき

ましては、主に体制の構築プロジェクトの推進する体制の構築でございました。令和５年度は先
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ほど申し上げた実証事業の展開、そして令和６年度は本報告でございます、実証その他関連調査、

関連の取組というところでございました。 

それらを踏まえまして、１６ページにありますように、今後についてというところでございま

す。まず、これまでの取組の中で、スマートフォンなどのデジタル技術を活用することについて

は、キーワードとして、時間であるとか場所と、いうところがわかったというところでございま

した。このようなライフスタイルの多様化、特に、現在の生活においては、このデジタルを活用

して、地域の情報を伝えることが地域の課題を自分ごと化するきっかけにもつながるというよう

に考えております。また、令和６年度の実証の中にもありましたように、コミュニティに関して

の持続性を高めることにつきましては、やはり人と地域がどのように関わっていくのか、交流を

するのかというところもございます。こういった視野を持ちまして、今後の取組を進めていくと

いうところが大前提でございます。 

これまでの３年間の取組の中では、中段のところに記載させていただいておりますが、未来技

術社会実装事業の取組を通じて、成果を上げたと考えております。令和７年度以降につきまして

は、高砂市の独自の取組として検討しているところでございますので、この辺りをデジタルとア

ナログの良さを活かしながら、まちづくりに向けて進んでいきたいというふうに考えておりま

す。 

まずはデジタル地域ポイント事業の枠組みの整備、そしてコミュニティの活動促進という二つ

の柱を進めていくというところを考えながら、取組を検討していくというところでまとめさせて

いただいております。以上でございます。 

○会長 

 ありがとうございました。これはもう言えることはたくさんあると思いますがいかがでしょう

か。とりあえず書いたという感じではなく、やろうという意思を持って書いてあるという認識で

いいですね。これが大事ですよ。 

○政策部長 

 もう少し具体的に来年度以降の取組につきまして、デジタル地域ポイント事業につきまして

は、これはシステムも含めて来年度予算に計上しようということで検討を進めておるところでご

ざいます。その中で、来年度につきましてはシステムの選定であるとか、ポイント付与の制度設

計、企業様や団体様との調整というようなところも検討していこうというところで考えておりま

す。 

そしてもう一つ、地域コミュニティの活動促進に関する事業になりますけれども、これにつき

ましては来年度１年間をかけまして、まずは自治会様や議会等々と十分に協議をさせていただき

たいと思っております。自治会様でも非常に温度感がそれぞれございます。今回の事業に関しま

しては、連合自治会様及びやりたいと言っていただいた単位自治会様と組んでやらせていただき

ました。そのようなかたちにはなっておりますので、それをどのように入れていくのか、あるい

は、なかなか入れるのは困難だというような自治会様もございます。そのため、入れるところか

ら入れていくというようなやり方もございます。導入に向けて、来年度はその自治会様との協議

を行っていきたいと考えております。 

○会長 

 具体的に言っていただくと、逆にもっとこんなことをすればいいのではないかというような話

がしやすくなりますよね。それはいいですねという話になれば実現すると思いますがどうでしょ
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うか。 

○委員代理 

 前回の協議会でも聞きましたが、本当に来年度末までに実装が間に合うのであれば、旧デジ田

交付金、新しい地方経済・生活環境創生交付金のＴＹＰＥ１で事前相談を出していただく方がい

いと思っております。事前相談期間も近いうちに終わってしまいますので、なるべく事前相談を

挙げていただきたいと思います。期待してお待ちしております。 

また、データ連携基盤のところでもお話がありましたが、今回の皆さまがやられた取組はどち

らかといえば住民とのタッチポイントっていうのが中心にされていて、情報発信というところや

行動変容みたいなところがポイントだったと思います。元々データ連携基盤の活用の中で、もち

ろんそういう視点は大事だと思っていますが、実際にはもう世の中が人口減少期で経済のあり方

が変わってきてる中では、やはり適切な需要側のニーズをちゃんととらえてそれに供給を合わせ

ていく必要性があるというかたちになってきます。そのためにデータを取得していくことが必要

になりますので、ある程度そういう基盤みたいなのを活用していただきながら、いろんなデータ

集めて、例えば今回のこの行動変容の話もそうですし、どういう案内を出したらどう動いたかみ

たいなところが後ろで分析できるようにしていく。それだけでデータが足りなければ、サービス

を組み合わせてそちらからデータを持ってくる。もしくは庁内で収集しているデータを持ってく

る。そのようなところもゆくゆくは視野に入れていただきながら、その実装を通して次のデジタ

ル社会みたいなところを目指していただければなと思っております。 

○会長 

 これは他の未来技術社会実装事業と違って、ライフスタイルから社会を変えていくようなもの

ですから、腰を据えてやらないといけないですよね。交付金に関するいい話もありました。 

 オンラインでつながっている方からもご発言があればお願いします。 

○委員 

 地域活動支援事業の方ですね。自治会によって温度差があるのはわかりますが、温度差がある

から全員やめるのではなく、今せっかくやってくれているところについては継続して使えるよう

にする必要があるという気がします。そのうえでまだやりたくないというところは一年かけてお

話していく。一緒に実証事業に取り組んでもらったやる気のある方々にも一旦終わりというより

も、継続して使っていただきながら、よりノウハウを貯めていただいて他の自治会の説得にもそ

れを活用していく方がいいと思います。予算もあると思いますがいかがでしょうか。 

○事務局 

 ご意見ありがとうございます。自治会様の中には、自分たちの自治会を変えたいという想いも、

見受けられたと思っております。私たちに対しても４時間ぐらい夜に一緒に話をしたというとこ

ろも実際ございます。ただ、今までの運用というのがやはり、しっかりと良い意味でも悪い意味

でも根づいているというところがございます。ここの運用いかに変えるというところにつきまし

ては、それぞれの自治会様も、想いはお持ちですので、しっかりと議論をしながらともにやって

いきたいと思っております。 

また、高砂市の中にも複数の部署ございます。地域振興課という自治会との連携を密にしてる

とこもございますので、そこともやはり連携を図りながらやっていくというところでございま

す。 

○会長 
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 ありがとうございます。やっぱりパートナーは大切しないといけないですね。実証が終わった

からはい終わりで手放してしまうのはもったいないですね。ですので、私もお手伝いできること

があったらお手伝いします。 

○委員 

 今のお話だと、実証に参加された方でもまだまだ運用的に厳しいため、それを整えたいという

ことでしょうか。 

○事務局 

 そうですね。アンケートの中でも記載はあったのですが、地徳自治会様であっても、やはり一

般の会員様への普及については、十分に準備していきたいというご意見がありました。また、一

般の会員様への普及に関して不安があるため、しっかりと考えていきたいというお声も聞いてお

ります。 

○委員 

 アプリがない状態でどれだけ準備をしても、結局アプリが入ってみないとわからないみたいな

ことになるであれば、やってみることが重要だと思います。一部でもやっている人たちがいる状

態で入っていかないと、ずっと準備で終わってしまうのではないかという恐れを感じています。 

○会長 

 付け加えるのであれば、同じことをずっとやり続けてもらうことに参加してもらうだけではな

くて、もう少し違う実験に替えたいという想いを別のところで発揮してもらうように巻き込みを

することも考えられます。そのような場合はパートナーと先ほど言いましたが、そのパートナー

としての役割を持ってもらうようなことも考えてみる必要があるのかなという気はします。そう

でなければ、やはり高砂市はずっと同じことをさせるんだとなってはいけないし、もっと面白い

ことをやりたいという人も出てくるかもしれないので、そういう人の声を大事にすることかなと

思います。お祭りの熱量と同じようにうまく関わって一緒にやっていただければいいかと思いま

す。 

 他にどうでしょうか。なんとなく思うことでもいいです。きっとそのなんとなく思うことが私

たちに欠けていると思います。 

○委員 

 結ネットをせっかくここまでやっているところがあって、子ども会等も入っているのであれ

ば、継続してうまく巻き込んでいけるのではないかと感じています。 

 あと、私は今回のＤＸの取組について、徐々に人のつながりが希薄になっているのに、デジタ

ルを取り入れることで余計に希薄になるのではないかと危惧していました。ところが、何かこう

いうのを見ていると地域内の関わりが減るというよりも、幅広い世代間交流というかたちにして

いろんなつながりを持っていけると思いました。先ほど、スマートフォンの使い方がわからない

年配の方に学生たちが教えるというお話もありましたが、そういうところをいろんなかたちでい

ろんな切り口でやっていくようにすれば、結ネットもうまく使っていけるのではないかと思って

います。それを一度やめてしまうのはもったいないので、何か続けていけるかたちを見つけても

らえたらいいなと思いました。 

○会長 

 すべてを一緒のようにやらなくてもいいので、規模は縮小してもしっかりと根づくように取組

を継続するというのも一つの手立てだというお話ですね。これはきっと予算の話もあったりする
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と思うので、高砂市の方でよく考えて欲しいという意見だと承りました。 

先ほど交付金の話もあり、国、県においても自治体に寄り添う姿勢というのが出ていたなと思

います。市民サイドからのご意見というのもいただきました。新たな立ち位置として、もっとデ

ータをしっかりして、今回の取組の報告はするにしても、そのあとで時間かけてしっかりと中身

を整理しておくことが、今後の取組や予算の話とあわせてやっていく上で重要かなと思います。 

やり始めると結構スマートシティの話と被っていて、もう一つは技術で解決するという意味で

デジタルソーシャルイノベーションというものとも被っているんですね。これが重なり合う場所

がおそらく、ＳＤＧｓでいうところの脱炭素の話だと思います。今は脱炭素の話が希薄になって

いるので、ここをどのようにもう一度取り戻して地域の中でやっていくかです。ＳＤＧｓの取組

で進めるということでもいいと思います。ですので、フードロスの話とかですね、そういうよう

な話につながっていくようなことでも、別に問題はなくて、そういうものを通して脱炭素、地球

規模のことを考えるというように展開していくといった、全体の流れをもう少しうまく持ってい

く必要があるのかなと思います。 

私としては、きっともう一度計画をしっかりと考えておかないと、個別の事業になってしまい

そうな気がしています。ポイント事業がうまくいかなければ、はい終わりになってしまわないか

が心配です。 

元々の目的はグリーントランスフォーメーション、ＧＸですよね。そこの部分をしっかりと忘

れないようにやっていくことが、高砂市が持つ先見性みたいな話です。未来技術社会実装事業の

中では、他にこういう目標になってるものはないですからね。人が足りないので、自動運転の車

を実装しますみたいな話の方が多いです。きっとデジタル庁も次はそういうところもっと強調し

て、政策展開するのではないかなと思います。特に、地方創生関係でお金が２倍になったとして

も、使うところは結局デジタルという話になっていくんだろうなというようには思ったりもしま

す。 

なので、そのあたりについて、少し大きな絵を描きながらも現実味があるような取組ができる

ようにしていくことがとても大事かなと思います。続けてやることかなというところです。 

何か最後に言っておきたいことがあれば、オンライン参加の方でも何かうちの予算でこれが使

えますよというご宣伝でも構いませんけれどもいいですか。なければ事務局にお返しします。 

 

３ 閉会 

＜市長挨拶＞ 

 それでは最後になりましたけれども、一言私の方からご挨拶をさせていただきます。 

畑会長におかれましては、私ども高砂市のために３年間ご尽力いただきまして、本当にありが

とうございました。また、本日ご参加いただきました方々も、これが６回目になり、最後の協議

会となってしまいましたけれども、いろんなご意見をいただきまして本当にありがとうございま

した。 

今日のいろんな意見を伺っておりましても、やはりこのＧＸについて、こういうコンパクトな

高砂市の場合、大変やりやすいんではないかなというふうにも思ってます。自治会とかですね、

いろんな市民全体を考えていくと、今はやはり子どもたち、特に小中学生はタブレットを使って

事業をやっていますし、もうどんどん進歩してきております。やはりこれからの未来を考えると、

高齢者の方々にも馴染んでいただかなければならないわけですけれども、これからの若い世代の
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方々に、もう少し浸透していけるような進め方をやっていく必要があるのかなというふうにもう

私自身は感じております。 

そういったところでやはり国の方々、また県の方々にもこれからいろんなご相談をさせていた

だきながら、高砂市としてどういう方向性が見出せるのか、担当部局だけではなく、高砂市役所

全体で考えていきたいと思っております。 

これまで皆さまに、この６回の協議会でいろいろご意見などをいただいたこと、本当に感謝を

申し上げます。今後、私どもも努力しながら進めてまいります。 

今後も、高砂市のさらなる発展に向けて、引き続きご理解とご指導をいただけることをお願い

申し上げまして、私からのご挨拶とさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 

○事務局 

これで協議会は終了します。議事録等については後日ホームページに掲載いたします。 

オンラインのミーティングは接続を終了します。 

ありがとうございました。 

 

 


